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この「ＩＢの学習者像」は、ＩＢワールドスクール（ＩＢ認定校）が価値を置く人間性を 10 の人物像として表して
います。こうした人物像は、個人や集団が地域社会や国、そしてグローバルなコミュニティーの責任ある一員と

なることに資すると私たちは信じています。

3

探究する人
私たちは、好奇心を育み、探究し研究するスキルを身につけま
す。ひとりで学んだり、他の人々と共に学んだりします。熱意
をもって学び、学ぶ喜びを生涯を通じてもち続けます。

知識のある人
私たちは、概念的な理解を深めて活用し、幅広い分野の知識を
探究します。地域社会やグローバル社会における重要な課題や
考えに取り組みます。

考える人
私たちは、複雑な問題を分析し、責任ある行動をとるために、
批判的かつ創造的に考えるスキルを活用します。率先して理性
的で倫理的な判断を下します。

コミュニケーションができる人
私たちは、複数の言語やさまざまな方法を用いて、自信をもっ
て創造的に自分自身を表現します。他の人々や他の集団のもの
の見方に注意深く耳を傾け、効果的に協力し合います。

信念をもつ人
私たちは、誠実かつ正直に、公正な考えと強い正義感をもって
行動します。そして、あらゆる人々がもつ尊厳と権利を尊重し
て行動します。私たちは、自分自身の行動とそれに伴う結果に
責任をもちます。

心を開く人
私たちは、自己の文化と個人的な経験の真価を正しく受け止め
ると同時に、他の人々の価値観や伝統の真価もまた正しく受け
止めます。多様な視点を求め、価値を見いだし、その経験を糧
に成長しようと努めます。

思いやりのある人
私たちは、思いやりと共感、そして尊重の精神を示します。人
の役に立ち、他の人々の生活や私たちを取り巻く世界を良くす
るために行動します。

挑戦する人
私たちは、不確実な事態に対し、熟慮と決断力をもって向き合
います。ひとりで、または協力して新しい考えや方法を探究し
ます。挑戦と変化と機知に富んだ方法で快活に取り組みます。

バランスのとれた人
私たちは、自分自身や他の人々の幸福にとって、私たちの生を
構成する知性、身体、心のバランスをとることが大切だと理解
しています。また、私たちが他の人々や、私たちが住むこの世
界と相互に依存していることを認識しています。

振り返りができる人
私たちは、世界について、そして自分の考えや経験について、
深く考察します。自分自身の学びと成長を促すため、自分の長
所と短所を理解するよう努めます。

ＩＢの学習者
像

ＩＢの学習者像
すべてのＩＢプログラムは、国際的な視野をもつ人間の育成を目指しています。人類に共通する人間らしさと
地球を共に守る責任を認識し、より良い、より平和な世界を築くことに貢献する人間を育てます。

ＩＢの学習者として、私たちは次の目標に向かって努力します。
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はじめに

本ガイドの目的

本ガイドは、学校年度の開始時期に合わせて、2014年９月または2015年１月からの運用と

なります。

本ガイドは、中等教育プログラム（ＭＹＰ）で実施される「個人と社会」における「指

導」と「学習」の枠組みを提供します。必ずＩＢ資料『ＭＹＰ：原則から実践へ』も併せ

て読み、活用してください。ＩＢ資料『ＭＹＰ：原則から実践へ』には次の内容が含まれ

ています。

• プログラムの概要

• ＭＹＰの単元指導案（すべての教科に関連するカリキュラムを開発するためのガイ

ダンスつき）

• 「学習のアプローチ」（approaches to learning）の詳細

• 生徒のアクセスと「インクルーシブ」な教育（学習支援の必要な生徒のための宿泊

設備を含む）をサポートするためのアドバイス

• 学問的誠実性についての方針

ＭＹＰの資料では、要件はこのように枠で囲んで表示されます。

その他のリソース
教師用参考資料（ＴＳＭ：teacher support material）が、プログラム・リソース・センター

（ＰＲＣ）に用意されています（http://resources.ibo.org）。「個人と社会」のＴＳＭは、指導

計画、授業方法、評価計画の開発に役立つ内容を含み、教科の概観、評価課題、マークス

キーム（採点基準）、さらに教師によるコメントつきの生徒の成果物を含む、優れた実践例

を紹介しています。

外部評価のプロセスを選択すると、ＩＢにおける「個人と社会」のＭＹＰでの成績を得

ることができ、これらの成績によって、ＩＢのＭＹＰ修了証の取得が可能になります。

詳細は、ＩＢから毎年刊行されるＩＢ資料（英語版）『Middle Years Programme assessment 

procedures（ＭＹＰにおける評価の手順）』に記載されています。

また、ＭＹＰを支援するさまざまな資料をＩＢストア（http://store.ibo.org）で購入でき

ます。



本ガイドの目的
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謝辞
ＩＢと共に中等教育プログラム（ＭＹＰ）の発展に取り組む、ＩＢワールドスクール

（ＩＢ認定校）と世界中の教育者コミュニティーの多大なる貢献に、深く感謝いたします。
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ＭＹＰにおける「個人と社会」

プログラムモデル

図１
中等教育プログラム（ＭＹＰ）のモデル

ＭＹＰは11歳から16歳までの生徒を対象としたプログラムで、生徒が創造的、批
クリティカル

判的、

内省的思考を身につけることを促す学習の枠組みを提供します。ＭＹＰでは知的な課題を

重視し、各科目の学習内容と実際の社会を結びつけるよう生徒に働きかけます。これによ

り、コミュニケーションや多様な文化の理解、グローバルな関わりのためのスキル、つま

りグローバルリーダーとなる若者に欠かせない要素を育成します。



プログラムモデル

「個人と社会」指導の手引き4

ＭＹＰには、ほとんどの国や地域で定められたカリキュラムの要求に十分に対応できる

柔軟性があります。ＩＢ初等教育プログラム（ＰＹＰ）で身につけた知識、スキル、姿勢

を活かし、ＩＢディプロマプログラム（ＤＰ）やキャリア関連プログラム（ＣＰ）の学問

的課題に対応できるよう生徒を導きます。

ＭＹＰでは、以下のような取り組みを行います。

• 生徒の知的、社会的、感情的、身体的な発達に、全
ホリスティック

人的に取り組む。

• 生徒が複雑な問題に対応し、未来に向けた責任ある行動をとるために必要な、知識、

姿勢、スキルを育む機会を与える。

• ８つの教科を通して、幅広く深い理解が得られることを保証する。

• 生徒が自国の文化と他国の文化を理解できるよう、２つ以上の言語の学習を義務づ

ける。

• 生徒に、コミュニティーの奉仕活動に参加できる力を身につけさせる。

• 進学や就職、生涯にわたる学習に取り組めるよう生徒を導く。
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ＭＹＰにおける「個人と社会」

「個人と社会」の本質

ＭＹＰの「個人と社会」では、自分を取り巻く世界を尊重しながら理解し、歴史、現代、

地理、政治、社会、経済、宗教、技術、文化など、個人と社会と環境に影響を及ぼし得る

要因を探究するうえで必要とされるスキルを習得するよう、学習者を促していきます。ま

た、生徒と教師の両方を含む学習者に対して、ローカルな文脈とグローバルな文脈を考察

するよう働きかけます。

ＭＹＰの「個人と社会」には、これまで一般に「人文」という区分で学習されてきた

学習分野（歴史や哲学など）に加え、社会科学とされる学習分野（経済、経営、地理、社

会、政治など）が含まれています。

この教科では、生徒の個人生活に関連性が高く、エキサイティングで刺激の多いトピッ

クや問題点を取り扱います。繊細な扱いを要する難しい個人的なトピックの多くは、敬意

とオープンマインドを旨とする安全かつ責任ある学習環境の文脈の中で注意深く考察され

る必要があります。「個人と社会」を学習することにより、生徒は、人間の文化、態度、信

念の多様性を批判的にとらえたうえで、その重要性を認識できるようになります。情報や

方法論には議論の余地があり、かつ賛否両論を招く可能性があることを生徒が認識し、不

確定なことに対する受容能力を身につけるうえで、この教科のコースは重要です。

「個人と社会」に対するＩＢのアプローチは、探究と調査に重点を置いています。生徒

は、社会の学習で使われるデータを収集して理解・分析し、仮説を検証し、徐々に複雑な

情報や情報の原典の解釈方法を学んでいきます。実社会の事例、そして研究と分析に重点

を置くことは、この教科にとって不可欠です。

「個人と社会」の学習は、生徒が個人としてのアイデンティティーとともに、地域のコ

ミュニティーとグローバルなコミュニティーの責任あるメンバーとしてのアイデンティ

ティーを発達させるのにも役立ちます。私たち人類に共通する人間性を探究することは本

質的に興味深い営みです。この教科に含まれる学習分野は、さまざまなことが絡み合いな

がら急速に変化する今の時代にあって、引き続き進化していく「人間の物語」に対し生涯

にわたって興味をもち続ける姿勢を生徒に芽生えさせる可能性を多分に秘めています。

「個人と社会」の学習は、共感や国際的な視野を育むうえで欠かせません。これには、「自

分と異なる考えの人々にもそれぞれの正しさがあり得る」（ＩＢ資料『ＩＢの使命』）とい

う考え方が含まれます。
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ＭＹＰにおける「個人と社会」

ＩＢの一貫教育の中の「個人と社会」

ＩＢの国際的な一貫教育は、３歳から 19 歳までの児童生徒を対象とした連続的な学習で

す。ＭＹＰの「個人と社会」は、ＰＹＰや他の生徒主体の初等教育で児童生徒が学んだこ

とや経験したこと、特に社会との関わりを土台として、その上に発展させていくことをね

らいとしています。ただし、ＭＹＰの履修に際して正式に要件とされる既習事項はありま

せん。

ＭＹＰの「個人と社会」は、特にＤＰの「個人と社会」に含まれるコースを学習するた

めの準備となります。さらに、ＭＹＰの生徒は、徹底した探究や調査に取り組むことを求

められ、これがＤＰの内部評価の重要な基礎となります。

以下の図２は、「個人と社会」の学習がＩＢの一貫教育を通してどのように進展していく

かを示しています。

ディプロマ
プログラム（ＤＰ）

 中等教育
プログラム（ＭＹＰ）

初等教育
プログラム（ＰＹＰ） 社会科

グループ３―個人と社会：
経営、経済、地理、国際政治、

歴史、グローバル社会の情報技術、哲学、
心理学、社会および文化人類学、
世界の宗教、環境体系と社会

個人と社会：

歴史、地理、総合人文学、
その他（人類学、ビジネス管理、経済、

哲学、政治学、心理学、社会学、世界宗教など）

図２
「個人と社会」における、ディプロマプログラム学習に至る I Ｂの一貫教育の道筋



ＩＢの一貫教育の中の「個人と社会」

「個人と社会」指導の手引き 7

ＭＹＰの「個人と社会」は、ＤＰを有意義に履修できるようになるための全体的な能力

の開発にも役立ちます。ＭＹＰにおいて生徒は、認知的なスキルと手続き的なスキルの両

方を習得し、またＤＰの「指導」と「学習」を支える概念に対して深い理解も発達させま

す。研究と調査のスキルは、「創造性・行動・奉仕」（ＣＡＳ）や「課題論文」（ＥＥ）を含

むＤＰのコア要件にも応用できます。ＭＹＰは、ＤＰの「知の理論」（ＴＯＫ）で振り返り

を行う際に核となる「知るための方法」を探究する機会も多く提供します。「個人と社会」

のコースでは、実験と観察、立論と論証、原典の使用などを実践しながら、人間の存在と

行動についての「知識に関する主張」を提案するのに活用できるデータも取り扱っていき

ます。この教科でＭＹＰの生徒は、「知識に関する主張」の探究を開始し、有効性、信頼

性、信ぴょう性、確実性、および個人のものの見方や文化的なものの見方などを評価して

いきます。

人文・社会科学が重視する批判的かつ創造的な思考スキルは、生徒が興味を有するさま

ざまな分野やキャリアにおいて応用可能なスキルでもあります。「個人と社会」の学習を通

じて習得する知識、スキル、態度は、学習を進めるうえで有意義な基礎となり、また学術

研究機関、非政府組織、行政機関、非営利団体、民間企業などで働くための準備にも役立

つでしょう。

ＭＹＰの「個人と社会」の学習分野に関連づけられる重要なキャリア分野には、以下の

ようなものがあります。

• 経済、金融、財務分析

• ビジネス、経営、管理

• 教育、研修

• 政府、行政

• 法律、公安

• 厚生、福祉

• マーケティング、セールス、サービス

• 国際開発

• 旅行、観光

• 文化事業

• 都市開発、地域開発

• 持続可能性、保全、環境管理
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ＭＹＰにおける「個人と社会」

ねらい

すべてのＭＹＰ科目のねらいでは、教師が指導すべきこと、生徒が経験し学習すべきこ

とを提示しています。また、これらのねらいには、学習体験によって生徒がどう変わり得

るかが示されています。

ＭＹＰの「個人と社会」のねらいは、生徒に以下のことを促して、習得させることです。

• 人間と環境に見られる共通点や多様性を認識すること

• 個人、社会、環境の相互作用や相互依存性を理解すること

• 環境の体系と人間の体系がどのように作用し進化していくかを理解すること

• 人間のコミュニティーと自然環境の健やかさについて、問題点を特定し啓発する

こと

• 地域およびグローバルなコミュニティーの責任ある市民として行動すること

• 探究のスキルを養い、個人と社会とそれらが生きる環境との間の関係性を概念的に

理解すること
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ＭＹＰにおける「個人と社会」

目標

どのＭＹＰ教科の目標の記述においても、科目での学習について特定の目標が設定され

ています。これらの目標では、科目の学習の結果として、生徒が達成できることを定義し

ます。

ＭＹＰの「個人と社会」の目標は、知識についての事実および概念に基づく側面、手続

き上の側面、そしてメタ認知的な側面を網羅しています。

学校は、第１、第３、第５年次のプログラムについては、この指導の手引きに記載されて

いる目標を使用しなければなりません。

各目標はいくつかのストランド（目標を構成する要素）から構成されています。ストラ

ンドとは、期待される学習の１つの側面または指標です。

教科では、ＭＹＰの各年次で少なくとも２回、４つのすべての目標の、ストランドすべてに

取り組まなければなりません。

これらの目標は、本資料の「評価計画」のセクションに記載されている評価規準に直接

結びつけられています。

Ａ　知識と理解
生徒は、個人と社会についての事実的な知識と概念的な知識を習得します。

「個人と社会」のねらいを達成するには、以下のことができなければなりません。

i. 文脈に合った用語を使う。

ii. 記述や説明、または事例を通して、科目ごとの内容と概念についての知識と理解

を示す。

Ｂ　調査探究
生徒は、人文・社会科学の学習分野に関連する体系的な研究のスキルとプロセスを習得

します。さらに、単独で、または他の人々と協力して調査するための効果的な戦略を習得

します。
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「個人と社会」のねらいを達成するには、以下のことができなければなりません。

i. 明確かつ的の絞られた研
リサーチ・クエスチョン

究課題を設定し、その関連性を正当化する。

ii. 研究課題を調査するための行動計画を策定し実践する。

iii. 関連性の高い情報を収集し記録するための研究方法を活用する。

iv. 調査のプロセスと結果を評価する。

Ｃ　コミュニケーション
生徒は、さまざまな媒体とプレゼンテーション形式を使用して学習したことをまとめ、

記録し、伝達するスキルを習得します。

「個人と社会」のねらいを達成するには、以下のことができなければなりません。

i. 受け手や目的にとって適切なスタイル（文体）を使用して、情報や考えを伝達

する。

ii. 特定の形式にふさわしい方法で、情報や考えを構成する。

iii. 広く認知された表現技法に則って、情報源を記録する。

Ｄ　批判的思考
生徒は、批

クリティカル・シンキング

判的思考のスキルを使用して、個人と社会、および調査のプロセスについて

の理解を発達させ、応用することを習得します。

「個人と社会」のねらいを達成するには、以下のことができなければなりません。

i. 概念、問題点、モデル、視覚表現、理論について議論する。

ii. 情報を統合して、有効な主張を行う。

iii. 幅広い情報源やデータを出典や目的という観点から分析・評価し、その価値や限

界を考察する。

iv. さまざまなものの見方とそこに含まれる意味を解釈する。
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ＭＹＰにおける「個人と社会」

学習の進行の計画

プログラムを通じて、生徒はカリキュラムに取り組み、徐々に理解の難易度を向上させ

ていく必要があります。

第１年次
「個人と社会」のねらいの達成
に、生徒は以下のことを習得
している必要がある

第３年次
「個人と社会」のねらいの達成
に、生徒は以下のことを習得
している必要がある

第５年次
「個人と社会」のねらいの達成
に、生徒は以下のことを習得
している必要がある

目標Ａ：知識と理解

i. 文脈に合った語彙を使

う。

ii. 記述や説明、または事例

を使って、科目ごとの内

容と概念についての知

識と理解を示す。

i. 文脈に合った一定範囲

の用語を使う。

ii. 記述や説明、または事例

を通して、科目ごとの内

容と概念についての知

識と理解を示す。

i. 文脈に合った広範囲の

用語を使う。

ii. 高度な記述や説明、また

は事例を通して、科目ご

との内容と概念につい

ての知識と理解を示す。

目標Ｂ：調査探究

i. 研究課題を選んだ理由

を説明する。

ii. 研究課題を探究するた

めの行動計画を実践す

る。

iii. 研究課題にとって関連

性の高い情報を収集し

記録する。

iv. 研究のプロセスと結果

を振り返る。

i. 明確かつ的の絞られた

研究課題を設定または

選択し、その関連性を説

明する。

ii. 研究課題を調査するた

めの行動計画を策定し

実践する。

iii. 関連性の高い情報を収

集し記録するための方

法を活用する。

iv. 指導を得て、研究のプロ

セスと結果を評価する。

i. 明確かつ的の絞られた

研究課題を設定し、その

関連性を正当化する。

ii. 研究課題を調査するた

めの行動計画を策定し

実践する。

iii. 適切で多様、かつ関連性

の高い情報を収集し記

録するための研究方法

を活用する。

iv. 研究のプロセスと結果

を評価する。
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第１年次
「個人と社会」のねらいの達成
に、生徒は以下のことを習得
している必要がある

第３年次
「個人と社会」のねらいの達成
に、生徒は以下のことを習得
している必要がある

第５年次
「個人と社会」のねらいの達成
に、生徒は以下のことを習得
している必要がある

目標Ｃ：コミュニケーション

i. 情報や考えを明確に伝

達する。

ii. 課題のために情報や考

えを効果的に整理する。

iii. 課題の指示に従った方

法で、情報源を列挙す

る。

i. 受け手と目的にとって

適切な方法で、情報や考

えを伝達する。

ii. 課題の指示に従って、情

報や考えを構成する。

iii. 引用文献のリストを作

成し、情報源に言及す

る。

i. 受け手や目的にとって

適切なスタイル（文体）

を効果的に使用して、情

報や考えを伝達する。

ii. 特定の形式にふさわし

い方法で、情報や考えを

構成する。

iii. 広く認知された表現技

法に則って、情報源を記

録する。

目的Ｄ：批判的思考

i. 考え、出来事、視覚表

現、議論の要点を特定す

る。

ii. 情報を使用して意見を

正当化する。

iii. 幅広い情報源やデータ

を出典や目的という観

点から特定し、分析す

る。

iv. さまざまな見解とそこ

に含まれる意味を特定

する。

i. 概念、問題点、モデル、

視覚表現、理論を分析す

る。

ii. 情報を要約して、有効か

つ論拠のある主張を行

う。

iii. 幅広い情報源やデータ

を出典や目的という観

点から分析し、その価値

や限界を認識する。

iv. さまざまなものの見方

を認識し、そこに含まれ

る意味を説明する。

i. 概念、問題点、モデル、

視覚表現、理論について

議論する。

ii. 情報を統合して、有効か

つ論拠のある主張を行

う。

iii. 幅広い情報源やデータ

を出典や目的という観

点から分析・評価し、そ

の価値や限界を考察す

る。

iv. さまざまなものの見方

とそこに含まれる意味

を解釈する。

プログラムが進むにつれて、評価されるスキル、技法、概念の範囲と、それらの応用方

法の複雑さが増していかなければなりません。
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ＭＹＰにおける「個人と社会」

学際的な学習

学際的な「指導」と「学習」は、個々の教科と学習分野に基づいていますが、以下のよ

うな方法によって教科の理解が広がります。

• 統合的な方法――２つ以上の教科、学習分野、または確立された専門分野の概念、

方法、またはコミュニケーションの方法を統合し、新しいものの見方を構築する。

• 目的のある方法――学習分野を関連づけ、実社会の問題を解決したり、成果を生み

出したり、１つのアプローチでは思いもよらない方法で複雑な問題に取り組む。

学際的な「指導」と「学習」は、ＭＹＰの生徒の発達上のニーズに対応できる、つなが

りのあるカリキュラムを構築します。また、生徒を、さらなる学問的な教科ごとの、そし

て学際的な学習に備えさせ、あらゆるものの相互の関連性がますます強くなる世界での生

活に向けた準備をさせます。

ＭＹＰでは、概念と文脈を、教科と学習分野を横断する知識の、意味のある統合と転移の

出発点として使用します。ＩＢ資料（英語版）『Fostering interdisciplinary teaching and learning 

in the MYP（ＭＹＰにおける学際的な「指導」と「学習」の促進）』（2014 年刊行）には、学際的単

元を計画し記録するための詳細なプロセスを含む、詳しい情報が記載されています。

ＭＹＰ実施校は、プログラムの各年次で、協働して計画された少なくとも 1つの学際的単

元に生徒を取り組ませる責任があります。

ＭＹＰの「個人と社会」は、学際的な「指導」と「学習」の機会を数多く提供します。

この教科の学際的単元には、例えば以下のような探究があります。

• 発見と革新の歴史的、地理的な文脈（「理科」と「デザイン」）

• 芸術的表現の政治的、文化的、社会的な重要性（「芸術」）

• 社会現象の統計分析と数学モデル（「数学」）

学際的な学習は、大小さまざまな学習の取り組みを通じて実現することができます。真

に学際的な学習にはしばしば、批判的に振り返り、詳細に協働設計することが求められま

す。しかし、教師と生徒は、自発的な学習経験や会話を通じて学際的なつながりを見つけ

ることもできます。

ＭＹＰのすべての教科担当教師は、学際的な「指導」と「学習」に向けて、意味のある継

続的な機会をつくり出す責任があります。
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ＭＹＰにおける「個人と社会」

ＭＹＰプロジェクト

「ＭＹＰコミュニティープロジェクト」（第３年次または第４年次）と「ＭＹＰパーソナ

ルプロジェクト」（第５年次）のねらいは、新しい洞察とより深い理解を生み出すグローバ

ルな文脈の中で、持続的な探究を奨励し、これを実現することを目指しています。このよ

うな最終的な経験において、生徒は、信念のある生涯学習者としての自信を育みます。ま

た、自分の学習について考察する能力を向上させ、効果的にコミュニケーションを行い、

自らの達成に誇りをもちます。

「個人と社会」コースは、生徒が、「ＭＹＰプロジェクト」における成功と楽しみをもた

らす、主要な「学習のアプローチ」（ＡＴＬ）を身につけるうえで役立ちます。「個人と社

会」では、ＡＴＬスキル、特にコミュニケーション、研究、思考のスキルを実践するため

の重要な機会を得ます。協働して、あるいは単独で計画策定に取り組むことは、「個人と社

会」に欠かせない側面です。

生徒は、この教科の学習経験により、自分のプロジェクトの着想を得られるようになり

ます。「個人と社会」のコースを通じて、さまざまな時代や場所に存在する社会、文化、環

境の多様性に出合い、さらにプロジェクトの策定に役立つスキルを習得するでしょう。

「個人と社会」は、行動を通じて学習する機会も多くもたらします。「個人と社会」から

得られる「コミュニティープロジェクト」と「パーソナルプロジェクト」のための着想に

は、以下のような探究への着想が含まれるかもしれません。

• 起業家精神、ビジネスと経済の問題点

• プロパガンダ、主張、現代社会とマスメディアの影響

• ステレオタイプ、アイデンティティー、価値観、文化的適応

• 人文、自然地理上のローカルおよびグローバルな課題

• 重要な個人、集団、考えの歴史的な発展と影響
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指導計画と授業方法

要件

授業時間
学校は、ＭＹＰの「個人と社会」の要件を満たすのに必要な授業時間数を割り当てなけ

ればなりません。

ＭＹＰは、プログラムの各年次について、各教科で少なくとも 50 時間の授業時間が必要

です。

実際には、教科のねらいと目標を満たして学際的な学習を実現する、持続的で同時並行

的な教育を提供するには、通常これよりも多くの時間が必要になります。

ＩＢの中等教育プログラム修了証の取得につながるＩＢのＭＹＰでの成績を達成しよ

うとする生徒が対象である場合は、「個人と社会」コースは、プログラムの最後の２年次

（ＭＹＰの第４年次と第５年次）で授業時間がそれぞれ少なくとも 70 時間必要です。

「個人と社会」の目標の達成
目標Ｂ（調査探究）は、研究プロセスにおける生徒のスキルに焦点をあてています。か

かる目標の要素は、このプロセスにおいて使われる論理的な順序に従います。この目標／

規準を総括的評価の課題に使用する場合は、常に「個人と社会」の他の規準と併せて使用

しなければなりません。

ＭＹＰの生徒は、プログラムの各年次において「個人と社会」の調査探究に取り組む必要

があります。

教師は、総括的評価で目標／規準Ｂを使用するにあたり「個人と社会」の他の目標／規準

を少なくとも１つ組み合わせなければなりません。
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指導計画と授業方法

「個人と社会」のカリキュラム計画

ＩＢワールドスクール（ＩＢ認定校）は、プログラムのねらいと目標を達成するための

機会を生徒に提供できるよう、ＭＹＰの「個人と社会」コースを開発・構築する責任があ

ります。学校内での「個人と社会」の構成は、地域や国の教育課程など各校が置かれた状

況により異なってくるでしょう。

ＭＹＰの基準と実践要綱では、学校が、カリキュラム開発とレビューに向けた協働計画

を促進・推奨することを義務づけています。

カリキュラムの第１～第５年次の「個人と社会」の目標には、連続性があり、学習の進

行の概要を示しています。これらの目標は、形成的評価と総括的評価を含む、発達上適切

な学習経験について判断するうえで教師の指針となります。

教師は、プログラムの各年次にわたる「個人と社会」の学年縦断的な結びつきを展開す

るにあたり、徐々に複数の目標を網羅する複雑な単元へと進むよう計画を立てる必要があ

ります。しかし、この単元の中において、個別の課題や小さい単元は、特定の目標や個々

のストランドだけを割り当ててもかまいません。

「個人と社会」のコースは、通常、カリキュラム全体にわたって学際的なつながりを構築

するための機会を数多く提供します。プログラムにおける各年次の教科横断的な結びつき

によって、「個人と社会」コース全体の「指導」と「学習」が調整されるとともに、共通

の概念理解、そして学年を通して一貫性のある学習経験を生み出す、複数の教科にわたる

「学習のアプローチ」（ＡＴＬ）が明らかになるでしょう。
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最も広い意味での探究とは、より深いレベルの理解へ至るために使うプロセスのことで

す。探究には、推測、調査、質問、関連づけが含まれます。すべてのＩＢプログラムでは、

探究によって好奇心が育まれ、批判的で創造的な思考が促されます。

ＭＹＰは、グローバルな文脈において概念理解を促すことによって、「個人と社会」の持

続的な探究を構築します。教師と生徒は、科目を探究するために探究テーマを開発し、探
究の問いを利用します。生徒はこの探究を通して、教科の、そして学際的な「学習のアプ
ローチ」の特定のスキルを習得します。

概念理解
概念とは「重要な観念（big idea）」です。これは永続性を持つ原則または観念で、その重

要性は特定の起源、対象、または時間を超越するものです。概念は、個人、地域、グロー

バルに意義のある問題や考えを探究する手段を生徒に提示し、「個人と社会」の本質を探究

する方法を提供します。

概念は、事実とトピックを整理し関連づけるなかで、生徒と教師がより複雑に考える必

要がある知識の構造において、重要な役割を果たします。

概念は、生徒が生涯にわたる学習という冒険に携えていく理解を表します。概念はま

た、原則、一般化、理論を発展させるうえで生徒の助けとなります。生徒は、概念理解を

利用して問題を解決し、問題を分析し、自分自身、コミュニティー、そしてより広い世界

に影響を与え得る意思決定についての判断を行います。

ＭＹＰにおいて概念理解は、所定の「重要概念」と「関連概念」で構成されます。教師

は、カリキュラムを開発するにあたり、これらの概念を用いる必要があります。学校は、

地域の条件とカリキュラム要件を満たすために、その他の概念を特定して構築することが

できます。

重要概念
「重

キーコンセプト

要概念」は、幅広いカリキュラムの開発を促すものです。この概念は、教科や科目

ごとに、またそれらを横断して関連する「重要な観念（big idea）」を提示します。「重要概

念」の探究により、以下の学習内容を網羅するつながりを容易に見つけることができるよ

うになります。

指導計画と授業方法

探究による「指導」と「学習」
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• 「個人と社会」の教科内のコース（教科の学習）

• 他の教科（学際的な学習）

表１は、ＭＹＰで探究する「重要概念」を表にしたものです。

「個人と社会」の学習によってもたらされる「重要概念」は、変化、グローバルなかかわ
り、体系、時間、場所、空間です。

美的感性 変化 コミュニケーション 共同体

つながり 創造性 文化 発展

形式 グローバルなかかわり アイデンティティー 論理

ものの見方 関係性 体系 時間・場所・空間

表１
ＭＹＰの「重要概念」

これらの「重要概念」は、「個人と社会」の枠組みを提供するとともに、単元で学習する

内容を提示し、「指導」と「学習」の構築に役立ちます。

変化
「変化」とは、１つの形式、状態、価値から別の形式、状態、価値への変換、変容、移行

を意味します。「変化」の概念を探究するには、原因と過程と結果を理解し評価する必要が

あります。

「個人と社会」においては、「変化」の概念によって、過去、現在、未来の世界を形づくる

力を考察することができるようになります。変化を引き起こす因果関係は、自然的なもの

と人為的なものがあり、また故意によるものとそうではないもの、ポジティブ、ネガティ

ブ、そのどちらでもないものがあります。この教科では、「変化」を形成するうえで「個人

と社会」がどのような役割を果たすかを探究します。

グローバルなかかわり
概念としての「グローバルなかかわり」とは、個人とコミュニティーとの間のつながり

に焦点をあてて、個人とコミュニティーが人間のつくった環境や自然の環境との間でどの

ような関係を築いているかを、世界全体の観点から考えるものです。

「個人と社会」においては、「グローバルなかかわり」として人類の大きなコミュニティー

の相互依存状況をとらえ、複雑に絡み合った世界のなかで限りある資源を分け合うために、

どのように人々が対立するのか、協調するのか、共生するのかなどを取り上げます。

体系
「体系」とは、相互作用または相互依存する部分によって構成される何らかの体系です。

「体系」は、人類、自然、そして人間のつくった環境に構造と秩序をもたらします。「体系」
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は、静的であることもあれば動的であることもあり、また単純な場合もあれば複雑な場合

もあります。

「個人と社会」において「体系」を考えることにより、自然と人間の環境、およびそこに

存在する個人の役割を理解するための強力な手段がもたらされます。社会の体系と自然の

体系は均衡状態のうえに成り立っており、内力と外力からの変化を受けて、容易に壊れる

可能性があります。

時間、場所、空間
本質的に絡み合った概念である「時間、場所、空間」とは、人、物、考えの絶対的また

は相対的な位置づけを意味します。「時間、場所、空間」とは、私たちが所在（「どこ」と

「いつ」）の理解をどのように構築し活用するかに焦点をあてるものです。

「個人と社会」において、「時間」は、単に年月や期間の長さを指すのではなく、過去、

現在、未来の重要な出来事のつながりを意味します。「場所」と「空間」は複雑な概念であ

り、その定義は流動的です。「場所」は社会的に構築されていて、所在地ゆえの制約や機会

という観点から探究することができます。「場所」には、人間が定義した価値や意味が与え

られています。「空間」は、どこに、なぜ、場所や状況が所在するかという問いに関係して

います。この概念には社会的、経済的、政治的なプロセスも含まれ、これらのプロセスが

空間を通して、または空間全体にわたって相互に作用する結果、移民や貿易の流れといっ

たパターンやネットワークが生じます。「場所」と「空間」に伴う課題は、さまざまな規模

（地域、領域、国、グローバルなど）において理解することができます。

他の「重要概念」のなかにも、「個人と社会」にとって重要なものがあります。例えば、

「文化」、「発展」、「共同体」は、人文・社会科学の学問にしばしば重要な情報をもたらす

「重要概念」です。

「関連概念」
「関連概念」は、掘り下げた学習を促します。この概念は特定の学習分野に基づいてお

り、「重要概念」をより詳細に探究するうえで役に立つものです。「関連概念」を探究する

ことで、生徒は、より複雑で高度な概念理解を育めるようになります。「関連概念」は、単

元のテーマまたは科目のクラフト（craft、科目の特徴とプロセス）から生じることがあり

ます。「個人と社会」という教科は、複数の豊かな学習分野が統合されたものなので、生徒

は、この教科において、非常に多様な経験を積み重ねることができます。

表２は、「個人と社会」の学習のための「関連概念」を表にしたものです。教師は、単

元を計画する際に、この表に記載された「関連概念」のみに制限せず、他の教科のものを

含め、その他の概念を選ぶことができます。「総合社会科」、「経済」、「地理」、「歴史」の

定義は、本資料の巻末（付録）に記載されています。「個人と社会」の他の学習分野の「関

連概念」として提案されている定義は、ＭＹＰの（英語版）『Individuals and societies teacher 

support material（個人と社会の教師用参考資料）』（ＰＲＣで入手可能）を参照してください。
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教師は、単元計画を策定するにあたって、この表に記載された「関連概念」に限らず、他

の教科の「関連概念」なども選ぶことができます。

「個人と社会」の「関連概念」

「経済」

選択 消費 公平

グローバル化 成長 モデル

貧困 力・権力 資源

希少 持続可能性 貿易

「地理」

因果関係（原因／結果） 文化 格差と公平

多様性 グローバル化 管理と関与

ネットワーク パターンとトレンド 力・権力

過程 規模 持続可能性

「歴史」

因果関係（原因／結果） 文明 対立

協調 文化 統治

アイデンティティー イデオロギー 革新と革命

相互依存 ものの見方 重要性

「総合社会科」（「経済」、「地理」、「歴史」に基づく）

因果関係（原因／結果） 選択 文化

公平 グローバル化 アイデンティティー

革新と革命 ものの見方 力・権力

過程 資源 持続可能性

「個人と社会」の他の学習分野として提案されている「関連概念」

「経営学」

因果関係（原因／結果） 競争 協調

文化 倫理 グローバル化

革新 リーダーシップ 力・権力

過程 ストラテジー、戦略 構造
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「個人と社会」の他の学習分野として提案されている「関連概念」

「哲学」

他性（自己と他者） 存在と生成 信念

因果関係（原因／結果） 人間性 アイデンティティー

知識 自由 精神と身体

客観と主観 個性 価値観

「心理学」

行動 絆 認知

意識 発達 障害

集団 学習 精神的健康

精神 症状 無意識

「社会学」、「人類学」

媒介者 共同体 文化

アイデンティティー 制度 意味

規範 社会的相互作用 社会化

社会的地位 

（役割／ステータス）
構造 主観性

「政治学」、「公民」、「行政学」

権威 市民権 対立

協調 グローバル化 政府

イデオロギー 統合・同化 相互依存

リーダーシップ 力・権力 権利

「世界の宗教」

権威 信念 神

運命 教義 道徳

宗教心 儀式と典礼 聖なるもの

象徴主義 伝統 崇拝

表２
「個人と社会」の「関連概念」
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「指導」と「学習」のためのグローバルな文脈
グローバルな文脈があることで、学習は、人類が共有する人間らしさと、共に地球を守

る責任に対する、個々のそして共通の探究へと導かれます。ＭＹＰの「個人と社会」は、

学習の最も広い文脈として世界を利用することによって、以下のような意義ある探究が可

能となります。

• アイデンティティーと関係性

• 空間的および時間的位置づけ

• 個人的表現と文化的表現

• 科学および技術の革新

• グローバル化と持続可能性

• 公正性と発展

教師は、「指導」と「学習」のためのグローバルな文脈を特定するか、または生徒が探究

の妥当性（それが重要である理由）を調査するうえで役立つ付加的な文脈を構築する必要

があります。

「個人と社会」の概念に対する探究の多くは、必然的に場所と時系列に焦点をあてるこ

とになります。しかし、この教科のコースでは、時間をかけて、教科のねらいと目標に関

連したＭＹＰのすべてのグローバルな文脈を探究する、複数の機会を生徒に提供するべき

です。

探究テーマ
探究テーマは、概念理解をグローバルな文脈に組み込み、教室での探究と、直接的で目

的ある学習の枠組みをつくるものです。表３は、ＭＹＰの「個人と社会」の単元で使うこ

とのできるテーマをいくつか示しています。

探究テーマ
「重要概念」
「関連概念」

「グローバルな文脈」
可能なプロジェクト／学習

グローバル化の過程とその影

響に関する個人的・社会的なも

のの見方は、地域社会の状況と

価値観を反映している。

• グローバルなかかわり

• 関係性、力・権力

• グローバル化と

持続可能性

富と貧困

グローバル化の動き

文化帝国主義

多国籍企業

世界銀行と他の国際金融機関
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探究テーマ
「重要概念」
「関連概念」

「グローバルな文脈」
可能なプロジェクト／学習

複数の国が連盟を形成して、軍

事的、文化的、経済的な利益を

守る。

• 体系

• 対立、協調

• アイデンティティーと

関係性

平和と対立（パクス・ロマー

ナ、イギリス帝国、20 世紀の

戦争）

国際協調（国際連盟、国際連

合、アラブ連盟）

オットー・フォン・ビスマル

クとアドルフ・ヒトラー

絶対的および相対的な場所が、

人間と経済の開発に対して影

響を及ぼす。

• 時間、場所、空間

• 規模、格差

• 公正性と発展

経度と緯度

ＧＰＳ（グローバル・ポジショ

ニング・システム）

人口

国連人間開発指数

通信・輸送交通技術の進歩は、

文化的・民族的な少数民族に、

機会を与えるとともに問題を

もたらす。

• 変化

• 文化、多様性

• 科学技術の革新

ソーシャルメディア

宣伝・広告

言語の分布と区分

人間の移動

政府、コミュニティー、そして

個人は、有害な環境で生活し、

危険な状況や災害に対応する

ための戦略を、時間をかけて開

発することができる。

• グローバルなかかわり

• 持続可能性、

管理と関与

• 空間的時間的位置づけ

救援、復興、再建

注意義務

リスク評価

社会は、重要な考え方を取り入

れ、応用するほか、それに抵抗

することもある。

• 変化

• 力・権力、革新と革命、

重要性

• 個人的表現と

文化的表現

レーニンとスターリン

ゲリラ運動と独裁制

緑の革命

消費者文化

抗議運動

政治的・経済的イデオロギー

歴史上の重要人物

表３
探究テーマの例
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探究の問い
教師と生徒は、探究テーマを用いて、事実に基づいた、概念的で、論争の余地のある探

究の問いを導き出します。探究の問いは「指導」と「学習」を方向づけるとともに、学習

経験を整理して順序づけるうえで役立ちます。

表４は、ＭＹＰの「個人と社会」の単元で対象となり得る探究の問いをいくつか示して

います。

事実に基づく問い： 
事実やトピックに留意する

概念的な問い： 
重要な観念（big ideas）を 

分析する

議論の余地がある問い： 
ものの見方を評価して、 
理論を構築する

• フランス革命の最も重要

な原因は何か。

• 啓蒙運動で重要な役割を

果たした思想家は誰だっ

たか。それらの思想家はア

メリカ合衆国憲法の策定

にどのような影響を及ぼ

したか。

• 革命と暴力との間にはど

のような関係があるか。

• 革命的な政治変化は、一般

市民にどのような影響を

及ぼすか。

• ひとりの人間が世界を変

えることは可能か。

• 革命は人類の歴史の避け

られない一部なのか。

表４
事実に基づく問い、概念的な問い、論争の余地がある問いの例

「学習のアプローチ」
ＭＹＰのすべての単元で、生徒は「学習のアプローチ」（ＡＴＬ）のスキルを習得および

実践します。これらのスキルは、教科のねらいと目標を満たすために努力している生徒に

とって、貴重なサポートとなります。

ＡＴＬスキルは、国際教育としてのＩＢの一貫教育にわたって５つのカテゴリーに分類

されます。ＩＢプログラムは、教室内および教室以外で導入、実践、統合できる、各カテ

ゴリーの個別のスキルを特定します。

ＡＴＬスキルはＭＹＰのすべての教科に関連するものですが、教師は、特定の教科ま

たはコースに固有の、または特に関連性の高いＡＴＬスキルの指標を特定することもでき

ます。

表５は、「個人と社会」において重要となり得る指標をいくつか示しています。
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カテゴリー スキルの指標

思考スキル 他のものの見方や視点からの考えを、討論のなかで検討する。

社会性スキル 教師や同輩などの他者に批判やフィードバックを求め、それを自分

の成果物に反映させるかどうかについて、情報に基づいて意思決定

を行う。

コミュニケーション

スキル

学術的な実地調査報告書にとってふさわしい執筆形式を使用する。

自己管理スキル 口述プレゼンテーションで情報を適切に構成する。

リサーチスキル 挑戦的であり、かつ関連性の高い研究課題を設定して調査する。

表５
「個人と社会」に特有のスキルの指標の例

よくデザインされた学習への取り組みと評価は、生徒がＡＴＬスキルを実践・実証する

豊かな機会を提供します。ＭＹＰの各単元は、「指導」と「学習」で重点を置き、またそれ

を通して生徒が自分の能力を実際に示すことができるＡＴＬスキルを明確に特定します。

形成的評価は、個別のスキルを習得するための重要なフィードバックを提供し、また、多

くのＡＴＬスキルは、生徒が教科目標の総括的評価において自分の達成度を示すのに役立

ちます。

表６は、「個人と社会」における理解のパフォーマンスによって生徒が示すことのでき

る、特定のＡＴＬスキルをいくつか示しています。

「学習のアプローチ」

自己管理スキル（振り返り）：研究方法の長所と短所を振り返る。

思考スキル（転移（transfer））：21 世紀にも及び続けている産業革命の影響を探究する。

表６
「個人と社会」におけるＡＴＬスキルの実証の例
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指導計画と授業方法

科目別のガイダンス

学校における「個人と社会」の構成
生徒がＭＹＰの「個人と社会」の目標を最も高いレベルで達成するために、教師は、バ

ランスのとれたカリキュラムを計画すべきです。これには、生徒が学習する社会の社会

的、文化的、宗教的、民族的な多様性、およびそれらの社会のなかで要人が果たす役割な

ど、重要な内容を含める必要があります。

• 学校は、地域の事情や教育課程に合わせてＭＹＰの「個人と社会」のコースを構成

することができます。

• 幅広くバランスのとれたカリキュラムを提供するため、学校は、関連するさまざま

な学習分野を含んだ「個人と社会」のコースを策定すべきです。

学校のカリキュラムには、他の必須教科と同時に、ＭＹＰのこの教科のコースを毎年１つ

以上含めなければなりません。

学校は、ＭＹＰの「個人と社会」の学習を以下のように構成することができます。

• 個別の学習分野に焦点をあてる個別の科目として

• 複数の学習分野を含み、ただし１つずつ学習分野を取り上げていくモジュール化さ

れた科目として

• 複数の学習分野の視点を組み込んだ総合的な科目として

科目のタイプ 説明 注

個別の学習分野に焦点

をあてる個別の科目

１つまたは複数の個別の科目とし

て「個人と社会」を指導します（例

えば、「歴史」、「地理」、「政治」、

「経済」、「世界の宗教」、「哲学」、

「公民」、「人類学」など）。

生徒は、毎年（または学年中の特

定の期間にわたって）１つまたは

複数の学習分野を学習します。

各科目の修了時に、生徒には、そ

の学習分野での到達レベルに応じ

て成績が付与されます。

個別の科目はそれぞれ、以下

の要件を満たします。

• 必須の（学習分野に関係し

た）「関連概念」を使用する。

• 生徒が教科の目標をすべて

達成できるようにする。

• 教科の必須授業時間数に計

上される。
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科目のタイプ 説明 注

時間をかけて複数の学

習分野を学習するモ

ジュール化された科目

生徒は、学年中の特定の期間にわ

たって「モジュール」を学習しま

す。各モジュールでは、１つの学

習分野を取り上げます（例えば、

「歴史」、「地理」、「政治」、「経済」、

「世界の宗教」、「哲学」、「公民」、

「人類学」など）。

各モジュールを別の教師が指導す

ることもできれば、同じ教師が複

数の（またはすべての）モジュー

ルを指導することもできます。

科目の修了時に、「個人と社会」の

到達レベルに対して１つの成績が

生徒に付与されます。

モジュール化された科目は全

体として、以下の要件を満た

します。

• 含まれる個別の学習分野に

必須の「関連概念」を使用

する。

• 生徒が教科の目標をすべて

達成できるようにする。

• 教科の必須授業時間数を満

たす。

複数の学習分野の視点

を組み込んだ総合的な

科目

生徒は、複数のものの見方による

探究を要求する学際的単元を学習

しながら、教科内の複数の学習分

野からの知識と概念理解を統合し

ます。

科目の修了時、「個人と社会」また
は「総合社会科」に含まれる特定

のＭＹＰコースの到達レベルに対

して生徒に１つの成績が付与され

ます。

学際的単元の開発について、詳し

くは、ＩＢ資料（英語版）『Fostering 
interdisciplinary teaching and learn-
ing in the MYP（ＭＹＰにおける学際的

な「指導」と「学習」の促進）』（2014

年刊）をご覧ください。

総合的な科目はそれぞれ、以

下の要件を満たします。

• 関連性の高い「個人と社会」

の学習分野の「関連概念」を

使用する。

• 生徒が教科の目標をすべて

達成できるようにする。

• 教科の必須授業時間数を満

たす。

「総合社会科」のＭＹＰコース

でＭＹＰの成績を取得するに

は、「歴史」、「地理」、「経済」

の概念理解を組み込む必要が

あります。これについては、19

～ 21ページに記載されている

「関連概念」の必須リストを参

照してください。

評価課題
ＭＹＰの「個人と社会」の評価課題には、多くの場合、テストまたは試験、小論文へと

つながる調査または研究、そして他のさまざまな口述課題、記述課題、マルチメディア課

題が含まれます。
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「目標Ｂ：調査探究」の評価
調査スキルを伸ばすのに役立つ課題には、小論文やリサーチペーパー、実地調査、ウェ

ブリサーチ、課題解決型学習、ロールプレイなどがあります。

第３年次と第５年次の目標／規準で「明確かつ的の絞られた研究課題」を定義する際

は、関連性、妥当性、独創性、評価への適性、リソースの利用可能性、生徒の興味のレベ

ル、学習分野や教科とのつながりといった要素を考慮することができます。生徒は、広す

ぎる、狭すぎる、あいまいすぎる、難しすぎる、または不適切な研究課題を選ぶべきでは

ありません。優れた研究課題とは、問う価値のあることを問い、かつ語数や時間の制限内

で答えることのできる研究課題のことを指します。研究課題は、その問いに対して証
エビデンス

拠と

見なされるものが明確であり、またそのような証拠を調査の過程で入手できるものでなけ

ればなりません。

生徒は、目標Ｂが関係するすべてのケースで研究課題を設定する必要はありません。研

究課題は、教師が提示できます。また、研究課題は、１つの研究テーマとしても複数の研

究課題としても設定することができます。さまざまな問いが生徒に提示される場合、教師

は、生徒が研究課題を選んだ理由づけを評価すべきであって、その設定自体は評価しませ

ん。第３年次と第５年次の生徒は、学年のどこかの時点で研究課題を設定することが期待

されています。

情報収集の方法には、情報源（その情報の種類と範囲）の選定、アンケート、調査票、

聞き取り調査、観察、実験、測定、統計とデータベースの使用、サブクエスチョンの設定

などが含まれます。

情報記録（電子的または紙）の方法には、ノートへの記録と要約、表、グラフ、マップ、

チェックリストの作成、思考ツール、視覚的オーガナイザー、マインドマップの作成、イ

ンデックス作成、年表などの視覚要素の作成、データベースの作成などが含まれます。

情報源には、一次資料と二次資料、オンラインおよび印刷資料、電子メディア、複数の

ものの見方（文化、地理、イデオロギー、アイデンティティー、時代などの観点から）な

どが含まれます。

「目標Ｃ：コミュニケーション」の評価
学習したことを伝達するための解答の形式には、記述レポート、口述プレゼンテーショ

ン、動画、ストーリーボード、マップ、図解、フローチャート、スライドショー・プレゼ

ンテーション、ポッドキャスト、アニメーション、ウェブサイト、データベース、マルチ

メディア、ビデオなどが含まれます。視覚要素とは、マップ、図解、グラフ、年表、表な

どを指します。
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ＭＹＰにおける評価は、指導計画および授業方法と緊密に連携しています。ＭＹＰの

「個人と社会」のそれぞれのストランドは、教科の評価規準のストランドと対応していま

す。図３は、この整合性、そして、到達レベルが高いほど、生徒のパフォーマンスに対す

る要求が複雑化する様子を示しています。

到達レベル
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㸯㹼㸰

㸱㹼㸲

㸳㹼㸴

㸵㹼㸶
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規準Ａ：知識と理解
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図３
個人と社会の学習目標と評価規準の整合性

評価計画

目標と評価基準の整合性
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プログラムのすべての年次における「個人と社会」の評価は、評価規準に準拠した「絶

対評価」であり、配点比率の等しい４つの評価規準に基づいています。

規準Ａ 知識と理解 最高点：８

規準Ｂ 調査探究 最高点：８

規準Ｃ コミュニケーション 最高点：８

規準Ｄ 批判的思考 最高点：８

教科では、ＭＹＰの各年次で、少なくとも２回、４つすべての評価規準のすべてのストラン

ドを評価しなければなりません。

ＭＹＰでは、教科目標は評価規準に対応しています。各規準には、８つの到達レベル

（１～８）があり、一般に、パフォーマンスが限られている（１～２）、十分である（３～

４）、優れている（５～６）、きわめて優れている（７～８）ことを示す、４つのバンド（採

点基準）に分かれています。各バンドには、それぞれ固有のレベルの説明があり、教師は

これを用いて生徒の進歩と達成度について「ベストフィット」の判断をします。

この指導の手引きは、ＭＹＰの「個人と社会」の第１、第３、第５年次を対象に、求め
られる評価規準を提示しています。学校は、国や地域の要件に応じて、規準を付け加えら

れるほか、評価の追加モデルを用いることもできます。学校は、この指導の手引きに記載

されている適切な評価規準を使用して、プログラムにおける生徒の最終的な達成度を報告

しなければなりません。

教師は、これらの評価規準に直接言及して、それぞれの総括的評価の課題に期待されて

いることを明らかにします。評価課題ごとに説明することで、生徒が知るべき、行うべき

ことが明確になります。これは、以下の形式で行います。

• 求められる評価規準の課題ごとのバージョン

• 対面、またはバーチャルなクラス討論

• 詳細なタスクシートまたは課題

評価計画

評価規準の概要
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規準Ａ：知識と理解
最高点：８
第１年次の終了時点で、生徒は以下のことを習得している必要があります。

i. 文脈に合った語彙を使う。

ii. 記述や説明、または事例を使って、科目ごとの内容と概念についての知識と理解

を示す。

到達レベル レベルの説明

０ 以下に記す基準に達していない。

１～２

以下の基準に達している。

i. 語彙をいくらか認識している。

ii. 限定的な記述や事例を通じて、内容と概念の基本的な知識と理解を示

している。

３～４

以下の基準に達している。

i. 語彙をいくらか使用している。

ii. 単純な記述、説明、事例を通じて、内容と概念の十分な知識と理解を

示している。

５～６

以下の基準に達している。

i. 関連性のある語彙を多く使用しており、その使用は大体において正確
である。

ii. 記述、説明、事例を通じて、内容と概念の相当な知識と理解を示して

いる。

７～８

以下の基準に達している。

i. 関連性のある語彙を一貫して正確に使用している。

ii. 詳細な記述、説明、事例を通じて、内容と概念の非常に優れた知識と

理解を示している。

評価計画

「個人と社会」の評価規準：第１年次
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規準Ｂ：調査探究
最高点：８
第１年次の終了時点で、生徒は以下のことを習得している必要があります。

i. 研究課題の選択を説明する。

ii. 研究課題を探究するための行動計画を実践する

iii. 研究課題にとって関連性のある情報を収集し記録する。

iv. 調査のプロセスと結果を振り返る。

到達レベル レベルの説明

０ 以下に記す基準に達していない。

１～２

以下の基準に達している。

i. 研究課題を特定している。

ii. 研究課題を探究するための行動計画を限定的な方法で実践している。

iii. 情報を限定的な範囲で収集し記録している。

iv. 指導を得て、研究のプロセスと結果を限定的な範囲で振り返っている。

３～４

以下の基準に達している。

i. 研究課題の選択を記述している。

ii. 研究課題を探究するための行動計画を部分的に実践している。

iii. いくらか関連性のある情報を収集し記録するための方法を活用して

いる。

iv. 指導を得て、研究のプロセスと結果をいくらか深いレベルで振り返っ

ている。

５～６

以下の基準に達している。

i. 研究課題の選択を詳細に記述している

ii. 研究課題を探究するための行動計画をおおむね実践している。

iii. 大体において関連性のある情報を収集し記録するための方法を活用し

ている。

iv. 研究のプロセスと結果を振り返っている。

７～８

以下の基準に達している。

i. 研究課題の選択を説明している。

ii. 研究課題を探究するための行動計画を効果的に実践している。

iii. 一貫して関連性のある情報を収集し記録するための方法を活用して

いる。

iv. 研究のプロセスと結果を徹底的に振り返っている。
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規準Ｃ：コミュニケーション
最高点：８
第１年次の終了時点で、生徒は以下のことを習得している必要があります。

i. 情報や考えを明確に伝達する。

ii. 課題にとって効果的に、情報や考えを整理する。

iii. 課題の指示に従った方法で、情報源を列挙する。

到達レベル レベルの説明

０ 以下に記す基準に達していない。

１～２

以下の基準に達している。

i. あまり明確でないスタイル（文体）で、情報や考えを伝達している。

ii. 情報や考えを限定的な方法で整理している。

iii. 課題の指示に従っておらず、一貫性がない状態ではあるが、情報源を

列挙している。

３～４

以下の基準に達している。

i. 幾分か明確な方法で、情報や考えを伝達している。

ii. 情報や考えを幾分か整理している。

iii. 課題の指示にときどき従う方法で、情報源を列挙している。

５～６

以下の基準に達している。

i. おおむね明確な方法で、情報や考えを伝達している。

ii. 情報や考えをおおむね整理している。

iii. 大体において課題の指示に従う方法で情報源を列挙している。

７～８

以下の基準に達している。

i. 完全に明確な方法で、情報や考えを伝達している。

ii. 情報や考えを完全かつ効果的に整理している。

iii. 課題の指示に常に従う方法で、情報源を列挙している。



「個人と社会」の評価規準：第１年次

「個人と社会」指導の手引き34

規準Ｄ：批判的思考
最高点：８
第１年次の終了時点で、生徒は以下のことを習得している必要があります。

i. 見解、出来事、視覚表現、議論の要点を特定する。

ii. 意見を正当化するために情報を活用する。

iii. 幅広い情報源やデータを出典や目的という観点から特定し、分析する。

iv. さまざまな見方とそこに含まれる意味を特定する。

到達レベル レベルの説明

０ 以下に記す基準に達していない。

１～２

以下の基準に達している。

i. 見解、出来事、視覚表現、議論の要点を限定的な範囲で特定している。

ii. まれにではあるが、意見を正当化するために情報を活用している。

iii. 情報源やデータの出典と目的を限定的に特定している。

iv. さまざまな見方をいくつか特定している。

３～４

以下の基準に達している。

i. 見解、出来事、視覚表現、議論の要点をいくつか特定している。

ii. いくつかの情報を活用して意見を正当化している。

iii. 情報源やデータの出典と目的を特定している。

iv. さまざまな見方のうちのいくつかを特定して、そこに含まれる意味を

いくつか提示している。

５～６

以下の基準に達している。

i. 見解、出来事、視覚表現、議論の要点を特定している。

ii. 情報を使用して意見を十分に正当化している。

iii. 情報源やデータの出典と目的を幅広く特定している

iv. さまざまな見方とそこに含まれる意味をおおむね特定している。

７～８

以下の基準に達している。

i. 見解、出来事、視覚表現、議論の要点を詳細に特定している。

ii. 情報を活用して意見を詳細に正当化している。

iii. 幅広い情報源やデータを出典や目的という観点から一貫して特定し、

分析している。

iv. さまざまな見方とそこに含まれる意味を一貫して特定している。
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評価計画

「個人と社会」の評価規準：第３年次

規準Ａ：知識と理解
最高点：８
第３年次の終了時点で、生徒は以下のことを習得している必要があります。

i. 文脈に合った幅広い用語を使う。

ii. 記述や説明、または事例を通して、科目ごとの内容と概念についての知識と理解

を示す。

到達レベル レベルの説明

０ 以下に記す基準に達していない。

１～２

以下の基準に達している。

i. 用語を限定的に使用している。

ii. 限定的な記述や事例を通じて、内容と概念の基本的な知識と理解を示

している。

３～４

以下の基準に達している。

i. いくつかの用語を正確に使用している。

ii. 単純な記述、説明、事例を通じて、内容と概念の十分な知識と理解を

示している。

５～６

以下の基準に達している。

i. 関連性のある用語を多くかつ正確に使用している。

ii. 記述、説明、事例を通じて、内容と概念の相当な知識と理解を示して

いる。

７～８

以下の基準に達している。

i. 幅広い用語を一貫して正確に使用している。

ii. 高度かつ正確な記述、説明、事例を通じて、内容と概念の非常に優れ
た知識と理解を示している。
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規準Ｂ：調査探究
最高点：８
第３年次の終了時点で、生徒は以下のことを習得している必要があります。

i. 明確かつ的の絞られた研究課題を設定または選択し、その関連性を説明する。

ii. 研究課題を調査するための行動計画を策定し実践する。

iii. 関連性のある情報を収集し記録するための方法を活用する

iv. 指導を得て、調査のプロセスと結果を評価する。

到達レベル レベルの説明

０ 以下に記す基準に達していない。

１～２

以下の基準に達している。

i. 明確で関連性があり、かつ的の絞られた研究課題を特定している。

ii. 限定的な行動計画を策定しているが、計画を実践していない。

iii. 限定的な情報またはときどき関連性のない情報を収集し記録している。

iv. 指導を得て、研究のプロセスと結果を限定的な方法で振り返っている。

３～４

以下の基準に達している。

i. 明確かつ的の絞られた研究課題を設定または選択し、その関連性を記
述している。

ii. 研究課題を調査するための部分的な行動計画を策定して、ときどき実

践している。

iii. いくらか関連性のある情報を収集し記録するための方法を活用して

いる。

iv. 指導を得て、研究のプロセスと結果を振り返っている。

５～６

以下の基準に達している。

i. 明確かつ的の絞られた研究課題を設定または選択し、その関連性を

詳細に記述している。

ii. 研究課題を調査するための十分に考えられた行動計画を策定して、お
おむね実践している。

iii. 適切かつ関連性のある情報を収集し記録するための方法を活用して

いる。

iv. 指導を得て、研究のプロセスと結果を評価している。

７～８

以下の基準に達している。

i. 明確かつ的の絞られた研究課題を設定または選択し、その関連性を説
明している。

ii. 研究課題を調査するための効果的な行動計画を策定して、一貫して実

践している。

iii. 適切かつ関連性のあるさまざまな情報を収集し記録するための方法

を活用している。

iv. 指導を得て、研究のプロセスと結果を詳細に評価している。
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規準Ｃ：コミュニケーション
最高点：８
第３年次の終了時点で、生徒は以下のことを習得している必要があります。

i. 受け手と目的にとって適切な方法で、情報や考えを伝達する。

ii. 課題の指示に従って、情報や考えを構成する。

iii. 引用文献のリストを作成し、情報源に言及する。

到達レベル レベルの説明

０ 以下に記す基準に達していない。

１～２

以下の基準に達している。

i. 受け手と目的にとって必ずしも適切でない方法で、情報や考えを伝達

している。

ii. 情報や考えを限定的な方法で整理している。

iii. 一貫性がない状態ではあるが、情報源を列挙している。

３～４

以下の基準に達している。

i. 受け手と目的にとって幾分か適切な方法で、情報や考えを伝達して

いる。

ii. 情報や考えを幾分か整理している。

iii. 適切な引用文献リストを作成し、時おり情報源に言及している。

５～６

以下の基準に達している。

i. 受け手と目的にとっておおむね適切な方法で、情報や考えを伝達して

いる。

ii. 課題の指示に従って、おおむね情報や考えを構成している。

iii. 適切な引用文献リストを作成し、たいていは情報源に言及している。

７～８

以下の基準に達している。

i. 受け手と目的にとって完全に適切な方法で、情報や考えを伝達して

いる。

ii. 課題の指示に従って、完全に情報や考えを構成している。

iii. 完全な引用文献リストを作成し、常に情報源に言及している。
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規準Ｄ：批判的思考
最高点：８
第３年次の終了時点で、生徒は以下のことを習得している必要があります。

i. 概念、問題点、モデル、視覚表現、理論を分析する。

ii. 情報を要約して、有効かつ論拠のある主張を行う。

iii. 幅広い情報源やデータを出典や目的という観点から分析し、その価値や限界を認

識する。

iv. さまざまなものの見方を認識し、そこに含まれる意味を説明する。

到達レベル レベルの説明

０ 以下に記す基準に達していない。

１～２

以下の基準に達している。

i. 概念、問題点、モデル、視覚表現、理論を限定的な方法で分析し始め
ている。

ii. 単純な主張を行うために、情報のつながりを特定し始めている。

iii. わずかな情報源やデータの出典と目的を認識して、その価値や限界

もわずかに認識している。

iv. さまざまなものの見方を特定している。

３～４

以下の基準に達している。

i. 概念、問題点、モデル、視覚表現、理論の単純な分析を完了している。

ii. 情報を要約して、適切な主張をいくつか行っている。

iii. 情報源やデータを出典や目的という観点から分析し、その価値や限

界のいくつかを認識している。

iv. さまざまなものの見方を認識して、そこに含まれる意味をいくつか
提示している。

５～６

以下の基準に達している。

i. 概念、問題点、モデル、視覚表現、理論の適切な分析を完了している。

ii. 情報を要約して、たいていは有効な主張を行っている。

iii. 情報源やデータを出典や目的という観点から分析し、その価値や限

界をたいていは認識している。

iv. さまざまなものの見方を明確に認識して、そこに含まれる意味をおお
むね記述している。

７～８

以下の基準に達している。

i. 概念、問題点、モデル、視覚表現、理論の詳細な分析を完了している。

ii. 情報を要約して、一貫した論拠のある主張を行っている。

iii. 幅広い情報源やデータを出典や目的という観点から効果的に分析し、

その価値や限界を一貫して認識している。

iv. さまざまなものの見方を明確に認識して、そこに含まれる意味を一貫
して説明している。
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規準Ａ：知識と理解
最高点：８
第５年次の終了時点で、生徒は以下のことを習得している必要があります。

i. 文脈に合った広範囲の用語を使う。

ii. 高度な記述や説明、または事例を通して、科目ごとの内容と概念についての知識

と理解を示す。

到達レベル レベルの説明

０ 以下に記す基準に達していない。

１～２

以下の基準に達している。

i. 関連する用語を限定的に使用している。

ii. 最低限の記述や事例を通じて、内容と概念の基本的な知識と理解を示

している。

３～４

以下の基準に達している。

i. いくつかの用語を正確かつ適切に使用している。

ii. 十分な記述、説明、事例を通じて、内容と概念の適切な知識と理解を

示している。

５～６

以下の基準に達している。

i. 一定範囲の用語を正確かつ適切に使用している。

ii. 正確な記述、説明、事例を通じて、内容と概念の相当な知識と理解を

示している。

７～８

以下の基準に達している。

i. 広範囲の用語を一貫して効果的に使用している。

ii. 綿密かつ正確な記述、説明、事例を通じて、内容と概念の非常に優れ
た知識と理解を示している。

評価計画

「個人と社会」の評価規準：第５年次
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規準Ｂ：調査探究
最高点：８
第５年次の終了時点で、生徒は以下のことを習得している必要があります。

i. 明確かつ的の絞られた研究課題を設定し、その関連性を正当化する。

ii. 研究課題を調査するための行動計画を策定し実践する。

iii. 適切で多様かつ関連性のある情報を収集し記録するための研究方法を活用する。

iv. 調査のプロセスと結果を評価する。

到達レベル レベルの説明

０ 以下に記す基準に達していない。

１～２

以下の基準に達している。

i. 明確または的の絞られた研究課題を設定し、その関連性を記述して

いる。

ii. 研究課題を調査するための限定的な行動計画を策定しているが、計

画を実践していない。

iii. 研究課題に必ずしも一貫性がない情報を限定的に収集し記録して

いる。

iv. 調査のプロセスと結果を限定的に評価している。

３～４

以下の基準に達している。

i. 明確かつ的の絞られた研究課題を設定し、その関連性を詳細に記述し

ている。

ii. 研究課題を調査するための行動計画を部分的に策定して、幾分か実践

している。

iii. おおむね関連性のある情報を収集し記録するための研究方法を活用

している。

iv. 調査のプロセスと結果のいくつかの側面を評価している。

５～６

以下の基準に達している。

i. 明確かつ的の絞られた研究課題を設定し、その関連性を説明している。

ii. 研究課題を調査するための相当な行動計画を策定して実践している。

iii. 適切かつ関連性のある情報を収集し記録するための調査方法を活用

している。

iv. 調査のプロセスと結果を評価している。

７～８

以下の基準に達している。

i. 明確かつ的の絞られた研究課題を設定し、その関連性を正当化して

いる。

ii. 研究課題を調査するための包括的な行動計画を策定して、効果的に実

践している。

iii. 適切で多様かつ関連性のある情報を収集し記録するための研究方法

を活用している。

iv. 研究のプロセスと結果を徹底的に評価している。
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規準Ｃ：コミュニケーション
最高点：８
第５年次目の終了時点で、生徒は以下のことを習得している必要があります。

i. 受け手や目的にとって適切なスタイル（文体）を効果的に使用して、情報や考え

を伝達する。

ii. 特定の形式にふさわしい方法で、情報や考えを構成する。

iii. 広く認知された表現技法に則って、情報源を記録する。

到達レベル レベルの説明

０ 以下に記す基準に達していない。

１～２

以下の基準に達している。

i. 限定的ではあるが受け手や目的にとって適切なスタイル（文体）を使

用して、情報や考えを限定的な方法で伝達している。

ii. 限定的な方法の中の特定の形式に従って、情報や考えを構成している。

iii. 限定的な方法で、情報源を記録している。

３～４

以下の基準に達している。

i. 受け手や目的にとって幾分か適切なスタイル（文体）を使用して、情

報や考えを十分に伝達している。

ii. 特定の形式に幾分かふさわしい方法で、情報や考えを構成している。

iii. ときどき、広く認知された表現技法に則って情報源を記録している。

５～６

以下の基準に達している。

i. 受け手や目的にとっておおむね適切なスタイル（文体）を使用して、

情報や考えを正確に伝達している。

ii. 特定の形式におおむねふさわしい方法で、情報や考えを構成している。

iii. 大体において、広く認知された表現技法に則って情報源を記録して

いる。

７～８

以下の基準に達している。

i. 受け手や目的にとって完全に適切なスタイル（文体）を使用して、情

報や考えを効果的かつ正確に伝達している。

ii. 特定の形式に完全にふさわしい方法で、情報や考えを構成している。

iii. 一貫して、広く認知された表現技法に則って情報源を記録している。
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規準Ｄ：批判的思考
最高点：８
第５年次目の終了時点で、生徒は以下のことを習得している必要があります。

i. 概念、問題点、モデル、視覚表現、理論について議論する。

ii. 情報を統合して、有効かつ論拠のある主張を行う。

iii. 幅広い情報源やデータを出典や目的という観点から分析・評価し、その価値や限

界を考察する。

iv. さまざまなものの見方とそこに含まれる意味を解釈する。

到達レベル レベルの説明

０ 以下に記す基準に達していない。

１～２

以下の基準に達している。

i. 概念、問題点、モデル、視覚表現、理論を限定的な範囲で分析して

いる。

ii. 限定的な範囲で情報を要約して、主張を行っている。

iii. 限られた数の情報源やデータを出典や目的という観点から記述し、そ

の価値や限界をわずかに認識している。

iv. さまざまなものの見方とそこに含まれる最低限の意味を特定している。

３～４

以下の基準に達している。

i. 概念、問題点、モデル、視覚表現、理論を分析している。

ii. 情報を要約して、主張を行っている。

iii. 情報源やデータを出典や目的という観点から分析または評価し、その

価値や限界のいくつかを認識している。

iv. さまざまなものの見方とそこに含まれる意味をいくつか解釈して

いる。

５～６

以下の基準に達している。

i. 概念、問題点、モデル、視覚表現、理論について議論している。

ii. 情報を統合して、有効な主張を行っている。

iii. 幅広い情報源やデータを出典や目的という観点から効果的に分析お

よび評価し、その価値や限界をたいてい認識している。

iv. さまざまなものの見方とそこに含まれる意味を解釈している。

７～８

以下の基準に達している。

i. 概念、問題点、モデル、視覚表現、理論の詳細な議論を完了している。

ii. 情報を統合して、有効かつ論拠のある主張を行っている。

iii. 幅広い情報源やデータを出典や目的という観点から効果的に分析お

よび評価し、その価値や限界を一貫して認識している。

iv. 幅広いさまざまなものの見方とそこに含まれる意味を徹底的に解釈
している。
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ＭＹＰの「個人と社会」に関し、ＭＹＰでの成績取得を目指す生徒は、コンピュータ上

での試験を受け、教科目標の到達レベルを実証することができます。十分な結果を出せれ

ば、ＭＹＰ修了証の取得につながります。

この学習試験では、ＩＢ資料（英語版）『Guide to MYP eAssessment（ＭＹＰのｅアセスメント

のガイド）』に記載されている基準が一貫して正確に適用されます。

注： 2017 年の９月にＭＹＰの主要な資料が改定され、ｅアセスメントの内容が盛り込まれ

ました。該当資料の英語版、フランス語版、またはスペイン語版を参照してください。

評価計画

ｅアセスメント



「個人と社会」指導の手引き44

付録

「個人と社会」の「関連概念」

「経済」

関連概念 定義

選択 「選択」とは、１つを選ぶことでもう１つは選べなくなる（例えば、

カメラを買えば、そのお金で電話は買えなくなる）ということを

知ったうえで、２つ以上の選択肢の中から意思決定を行うことを

意味します。物には限りがある（有限の資源によって無限のニーズ

や欲求が満たされる）ため、私たちは、もてる資源でどのニーズや

欲求を満たすかを選択しなければなりません。

私たちは、経済的な選択を以下の３つの具体的な質問に落とし込

んでいます。

• 私たちは、どの製品をつくるべきか。また、それぞれをどれだ

け生産すべきか。

• 私たちは、どのように製品をつくるべきか（物品を生産するた

めに資源をどのように組み合わせるべきか）。

• 私たちがつくる製品を、誰の手に渡すべきか（例えば富や公正な

ど、どの規準に基づいて製品を分配すべきか）。

消費 「消費」とは、当座のニーズや欲求を満たすために製品を使用する

ことです。ニーズや欲求を直接満たすために私たちが使用する製

品は、消費財と呼ばれます（例えば、テレビは娯楽の欲求を満たし

ます）。消費の代わりとなるものに、投資や保存があります。投資

においても製品は生産されますが、他の物品やサービスをつくる

ために活用されます。即座に消費されません。保存の場合は、資源

を保護するために生産が回避されます。投資や保存により、将来の

より多くの消費が可能となります。消費と投資と保存の正しい組

み合わせについては、議論の分かれるところです。

公平 「公平」は、公正や正義についての問題に関係します。公平に関し

ては、経済のつくり出す製品の分配が主な問題となっています。よ

り多くの収入と富を有する人は、より多くの製品を消費すること

ができます。そして、消費の差異があまりに大きくなると、不公

平や不公正という極端な状況が生まれる可能性が生じます。何を

もって公正かつ公平な消費の分配とするかは、議論の分かれると

ころです。
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「経済」

関連概念 定義

グローバル化 「関連概念」としての「グローバル化」は、私たちの世界が「小さ

くなりつつある」ことにより生じる地域、国、さらにはグローバル

なレベルでの影響や期待を含意します。

経済のグローバル化とは、各国の経済がますます統合され、資源

や製品、そして情報が国境を越えてより自由に流通することを意

味します。グローバル化は継続的なプロセスであって、加速する

こともあれば減速することもあり、後戻りすることすらあります。

現在、国家間には、経済統合をさまざまな度合いに高めるための多

数の取り決めが存在しています（さまざまな種類の貿易圏）。しか

し、国境を越えた資源、製品、情報の動きを制限するための行動

を政府や他の集団がとることで、グローバル化を減速させ、また後

戻りさせることもできます。これらを引き起こす理由は多くあり、

戦争のほか、国内産業を保護したいという欲求、輸入関税を徴収し

たいという欲求などが挙げられます。

成長 「成長」とは、ある経済圏で生産されるすべての物品やサービスの

価値が増すことを意味します。社会的資源の量が増える結果とし

て、あるいは既存の資源の使用効率が高まる結果として、成長が促

される場合もあります。経済成長が発展（その経済圏に住むすべて

の人の福祉の向上）につながるかどうかは、どの製品が生産される

か、それらがどのように分配されるかによって変わってきます。

モデル 「モデル」とは、経済の特定の側面を単純化するシミュレーション

です。実際の経済は複雑であり、実験にあたって必要な変数をコン

トロールすることが難しいため、モデルが必要になります。経済モ

デルを構築する際、私たちは、実体経済の複雑さと人間の行動は予

測不能であるという事実をどこまで組み込むかという問題に直面

します。

貧困 「貧困」とは、適切なレベルの消費を行うことができない人々の状

況を意味します。衣食住など生存のための基本的なニーズを満た

せないことを、貧困生活を送っているといいます。しかし、適切な

レベルの消費とは基本的な必要品以上のものを指し、教育や医療

を含むと論じる人もいます。このため、どのレベルの消費を下回っ

た時に貧困と見なすかは、議論の分かれるところです。
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「経済」

関連概念 定義

力・権力 個人や集団の「力」や「権力」は、何かを起こす能力と定義するこ

とができます。

経済学においての力・権力とは、何を生産するか、どのように生産

するか、生産した物品を誰に分配するかを選択する能力です。力や

権力は、中央集権化することがあります。政府が経済の選択を行う

指令経済、ひと握りの大手企業が経済の選択を行う独占や寡占の

状況は、これに該当します。また、力や権力は、分散することもあ

ります。多数の企業と消費者が力と権力を共有する自由市場経済

が、これに該当します。

資源 「資源」とは、私たちがニーズや欲求を満たす製品をつくるために

使用するものです。経済学者は、これを生産要素と呼ぶこともあ

り、土地、労働、資本、さらに起業家精神および経営管理という４

つの主なカテゴリーに分けています。起業家は、さまざまな物品や

サービスを生産するために、土地、労働、資本をさまざまな方法で

組み合わせます。例えば、野菜と果物を販売する店の店主（起業

家）は、野菜と果物（自然資源、土地）、店舗の所在する建物（資

本）、そして自分や従業員の仕事（労働）を組み合わせて、製品を

消費者に提供します（野菜と果物を便利なロケーションで販売し

ます）。

希少 物品は、価格がゼロの場合に需要が供給を上回れば、「希少」とな

ります。物品に価格をつけることは、希少の問題に対応するのに役

立ちます。希少の状況は、私たちのニーズと欲求が無限である一

方、そのニーズと欲求を満たすために使うことのできる資源は有

限であるという事実から生じます。この結果、私たちは、どのニー

ズと欲求を満たし、どれを満たさないかを選択しなければなりま

せん。満たされないニーズと欲求は、満たされるニーズと欲求の

コストといえます。例えば、本ではなくテレビを生産するために資

源を使うことを選択した場合、そのテレビのコストは、テレビに資

源を費やした結果つくることのできなくなった本であるといえま

す。このように経済的に理解されたコストのことを、しばしば「機

会費用」と称します。
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「経済」

関連概念 定義

持続可能性 「持続可能性」の概念は、私たちが有する財産の範囲内で生活する

という考え方を示唆するものであり、環境システムと社会との間

の相互作用の性質を理解するうえで欠かすことができません。

持続可能性とは、私たちが現在のニーズと欲求を満たしながら、将

来の世代がニーズと欲求を満たす能力を損なわない状況です。持

続可能性は、資源を保護すること（物品を生産するために使用しな

いこと）、製品をより効率よく生産する方法を見つけること（生産

の過程で使用する資源を減らすこと）、または新しい資源を見つけ

ることによって、高めることができます。現代の拡大した消費は、

より少ない資源で同じ製品を生産する高効率な生産を実現しない

かぎり、持続可能性を害する可能性があります（例えば、住宅の暖

房に必要なエネルギーを得るには、大量の木材を必要としますが、

天然ガスを使えば比較的少量で済むため、この目的においては天

然ガスのほうが持続可能性の高い資源の選択となります）。

貿易 「貿易」とは、経済のさまざまな参加者の間で物品やサービスを交

換することです。人々が、国境を越えた貿易も含めて自由に貿易す

ることが可能な場合、たいていは全体の富が拡大します。しかし、

この富の拡大から得られる利益は、平等に分配されないかもしれ

ません。貿易は、さまざまな要因によって制約されることがありま

す。例えば、戦争やテロ、自然災害、政府の規制や課税、独占企業

による市場のコントロール、ストライキをはじめとする労働者の

行動などが挙げられます。
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「地理」

関連概念 定義

因果関係（原因／結果） 「因果関係」とは、原因と結果との間の関係です。そして、この関

係には、内部要因と外部要因が影響します。

地理学者は、物理的現象であれ人的現象であれ、すべての地理的

現象の背後にそれを取り巻く「原因」があり、それが「結果」を招

くのだと理解します。その結果は、知られている場合と知られてい

ない場合の両方があり得ます。原因は、直接的な場合と間接的な場

合があり、また内的な場合と外的な場合があります。地理学者は、

因果関係を、地理的現象の確定した帰結点としてだけでなく、それ

らの点の間に起きる出来事や行動においても研究します。プレー

トテクトニクスの因果関係を例にすると、地理学者はプレートテ

クトニクスの原因と結果を分析するだけでなく、例えば災害管理

やＰ波とＳ波の地震波など、プレートテクトニクスのサブテーマ

も分析します。地理学における因果関係は、本質的に「変化」の

「重要概念」に関連していて、「個人と社会」の「重要概念」である

幅広い「時間、場所、空間」に存在する可能性があります。

文化 「文化」は、文明と個人を形づくり、定義し、誘導する役割を担い

ます。また、文明や個人と環境との間の関係に影響します。文化

は、集団が共有する学習した行動と価値観により構成されており、

社会化を通じて伝播します。地理学者は、場所に見られる文化的な

特徴を、言語、慣習、信念、服装、イメージ、音楽、食、技術など

の観点から研究します。文化の「関連概念」を探究する単元には、

文化の伝播、文化の対立、消費主義の過程といった問題点を含むこ

とができます。

格差と公平 「公平」は、公正や正義についての問題に関係します。「格差」と

は、所与の資質、指標、または資源の不均衡な分配のことであり、

公平の概念に反するものととらえることができます。地理学では、

しばしば不公平な状況や事実を研究します。私たちを取り巻く世

界には、機会の不平等や不均衡や差異があり、これらが格差を生

むと認識するためです。もてる者ともたざる者との間の差は、何

によって生じるのでしょうか。「もてる」と「もたざる」とは、何

を意味するのでしょうか。格差はどのように理解されているので

しょうか。「関連概念」としての格差は、規模の程度を有すべきで

あり、また格差の主な要因である経済、機会、資源へのアクセス、

選択、価値観、自由などを結びつけるべきです。不平等は、性別、

民族、年齢、場所、国籍、収入など、多数の要因に基づいている可

能性があります。
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「地理」

関連概念 定義

多様性 人文地理的及び自然地理的な意味の両方において物事がどのよう

な点または側面で異なるかを学習することは、地理学において非

常に重要です。人文地理的世界と自然地理的世界のどちらにも差

異は存在し、それが本質的に絡み合って、多様かつ固有な世界をつ

くっています。場所、環境、人は、多様です。「多様性」は、空間

と時間を超えて研究することができます。物理的多様性または文

化的多様性に焦点をあてることができます。

グローバル化 「関連概念」としての「グローバル化」は、私たちの世界が「小さ

くなりつつある」ことにより生じる地域、国、さらにはグローバ

ルなレベルでの影響や期待を含意します。一部の地理学者は、グ

ローバル化を、時間と場所が収れんしていく過程、さらには人々

や国々の間の相互依存が増していく過程と特徴づけています。グ

ローバル経済の文化的、政治的、経済的な絡み合いは、否定するこ

とのできないトレンドであり、技術や通信システムの急速な発達

によってますます増幅しています。グローバル化は、人々や自然環

境にとってポジティブでありながら同時にネガティブでもあり得

ます。これは、結果として起こる変化の範囲や分析者のものの見方

によって異なります。概念としてのグローバル化は、一部の学者に

よって疑問視されていて、「西洋化（westernization）」、「グローカル

化（glocalization）」、「世界連邦化（mundialization）」の過程である

とする説明を好む者もいます。

管理と関与 「管理」とは、望ましい結果を達成するための、自然と人間の両方

の文脈における人間の介入と定義することができます。ＭＹＰの

「地理」では、資源の質と量を管理するという課題に人類がどのよ

うに対応しているかを考察し、さらに管理のもたらす結果を考察

すべきです。私たちはしばしば、管理と関与を、岩石圏（土地や廃

棄物の管理）、水圏（海岸線や水の管理）、生物圏（保護、動植物と

農業の管理）、大気圏（清浄な空気の管理）といった固有の構成要

素の保護方法を発見することにより問題を解決する方法ととらえ

ます。管理は、政治地理学の「関連概念」として組み込むことが

できます。より良い選択を可能にするための、法や教育を通じた

統治と見ることができるためです。意思決定と管理は、さまざま

な関係者が有する力のバランスによって異なってきます（「力・権

力」の「関連概念」を参照）。
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「地理」

関連概念 定義

ネットワーク 「ネットワーク」とは、相互につながったグループやシステムで

す。通常は互いに依存し合うノードや部分で構成されていて、１つ

のノードや部分が変化すれば、たいていは他にも影響が及びます。

このネットワークの個々の部分は、通常、測定可能な段階的な階層

の中に存在しています。地理学において、ネットワークの概念は、

多岐にわたる規模と複雑さの中で探究することができます。ネッ

トワークは、国立公園に生息する草食動物のグループから、アマ

ゾン流域のすべての湖、帯水層、河川や小川まで、さまざまなも

のを指すことができます。また、中心と周辺の間に相互作用をもつ

世界のシステムというレベルで探究することもできます。地理学

者は、研究するほとんどのプロセスを、隔離された現象ではなく、

より大きなネットワークの相互に絡み合った断片として理解しま

す。ネットワークは、本質的に「体系」の「重要概念」に関係し

ていて、もうひとつの「重要概念」である幅広い「時間、場所、空

間」に存在しています。

パターンとトレンド 「パターン」とは、研究対象領域（空間または場所）において起き

ている何かしらの規則的な状況を指し、また「トレンド」とは、

時間をかけて起きている何かしらの規則的な状況を指します。パ

ターンとトレンドは、地域から国、領域、グローバルまで、さまざ

まなレベルまたはさまざまな規模で分析することにより確定する

ことができます。また、パターンとトレンドは、人間と自然の両方

の文脈における地理的なプロセスを予測・予期するのに役立つ重

要なツールとして使うこともできます。地理学におけるパターン

とトレンドは、本質的に「体系」の「重要概念」に関係していて、

もうひとつの「重要概念」である幅広い「時間、場所、空間」に存

在しています。
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「地理」

関連概念 定義

力・権力 個人や集団の「力」や「権力」は、何かを起こす能力と定義するこ

とができます。

地理学では、力のバランスを、物理的なプロセスの観点から考察す

ることができます。例えば、侵食の力に対する堆積の力などです。

力のバランスは、人間の開発と相互作用という観点からも重要で

す。政府、多国籍企業、複数レベルにわたる行政組織、市民の社会

的組織と、個々のコミュニティーと市民の権利との間の相対的な

力などです。ＭＹＰの「地理」では、人間と環境がお互いに、また

それぞれの内部でどのように絡み合っているのかという問題の理

解を目指すだけでなく、力や権力がそれらの関係をどのように支

えているかについての理解も目指すべきです。

力と権力の概念は、性別グループなどさまざまな集団の公平性や

権利の問題に加え、資源をめぐる競争における先住民の権利の問

題などを提起します。地理学における競争とは、対立する利害の間

の葛藤です。資源（土地、食糧、材木、水、石油、その他のエネル

ギー源）をめぐる競争は、現代地理学の学習の根幹をなすもので

あり、資源に対する権利、資源をコントロールする力や権力につい

ての問題を提起しています。

過程 「過程」とは、特定の結果や結論に到達するための、物理的、人的、

文化的世界における把握された動きを意味し、地理学では段階的

な変化を意味します。これは、期待される結果を伴うこともあれ

ば、意図しない結果を伴うこともあります。「関連概念」としての

「過程」は、地理学のあらゆる領域に広く適用されます。地理学者

にとって特に重要な過程は、開発の過程です。開発の定義は議論が

分かれるところですが（特にその指標を読む際）、対象人口の生活

水準を引き上げることが可能な社会的、経済的、政治的な過程と理

解することができます。

規模 「規模」は、地図上の特定の距離と地表上の特定の距離との間の比

例的な関係を意味します。「関連概念」としての「規模」では、科

目独自の内容に適用される地域、領域、国、国際、およびグローバ

ルな枠組みに注目します。この「関連概念」を使用することによ

り、課題や問題、考え方がこれらの規模のいずれかにおいて、ある

いはこれらの規模の相互関係において分析できることが強調され

ます。規模は本来の場所で見いだされるだけでなく、相互に影響

を及ぼすということを認識すべきです。
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「地理」

関連概念 定義

持続可能性 「持続可能性」の概念は、私たちが有する財産の範囲内で生活する

という考え方を示唆するものであり、環境システムと社会の間の

相互作用の性質を理解するうえで欠かすことができません。自然

な再生を可能にする速度で世界の資源を使用し、環境破壊を最小

限に抑えること、と定義することもできます（ＩＢ資料（英語版）

ＤＰ『Environmental systems and societies guide（「環境システムと社会」

指導の手引き）』（2008 年１月刊）。

地理学における資源（物理的、人的、文化的）の使用とは、資源の

消耗や破壊（一時的および恒久的）とその環境収容力に関係する多

くのトピックの基礎となります。「環境収容力」、「エコロジカル・

フットプリント」、「自然資本」といった概念は、「持続可能性」の

「関連概念」に織り込まれています。

ＩＢ資料（英語版）ＤＰ『Environmental systems and societies guide（「環

境システムと社会」指導の手引き）』（2008 年１月刊）では、以下のよう

に定義しています。

「環境収容力」は、「所与の環境で持続的に支えることのできる種

または『負荷』の最大数」と定義することができます。

「エコロジカル・フットプリント」は、「一定の人口を所与の生活水

準で支えるのに必要とされる土地の面積または水」と定義するこ

とができます。

「自然資本」は、「適切に管理されれば物品とサービスの『自然所

得』を生むことのできる自然資源を意味する際に、経済学者によっ

て時折使用される用語」と定義することができます。
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「歴史」

関連概念 定義

因果関係（原因／結果） 「因果関係」とは、原因と結果との間の関係です。そして、この関

係には、内部要因と外部要因が影響します。

歴史学における「原因」とは、行動、出来事、現象、状況を招く何

かです。「結果」とは、行動、現象、状況の結末または効果です。

原因と結果はしばしば、特定の出来事、現象、期間、特に「短期」

と「長期」に関係して、併せて考察されます。「多重的因果関係」

の問題も、史料編修においては重要です。

文明 「文明」とは、一般的に大規模かつ複雑で、一定レベルの都市化と

文化的発展を遂げた社会機構の形式を描写するのに使われる概念

です。社会が文明と見なされるには、通常、一連の変化の過程を経

て、社会的発展と社会の構造化が起きなければなりません。文明の

概念はもともと、社会機構のより高いレベルの進歩や発展に関連

づけられていましたが、この見解は明らかな価値判断を含んでい

るとして、一部の歴史学者から疑問視されています。

対立 「対立」は、力の分配の不平等から発展する可能性があり、さまざ

まな形となって現れます。例えば、長引く意見の相違や言い争い、

長期にわたる武力紛争、対立する感情やニーズのぶつかり合い、

２つ以上の意見、原則、利害の深刻な不一致などです。歴史学者

は、一定期間にわたって、また場所や空間を超えて生じる個人と社

会との間の対立を研究し、また対立がどのように継続の源や変化

の媒介になるのかも考察します。

協調 「協調」とは、個人や社会が同じ目的に向かって一緒に取り組む行

動やプロセスです。歴史学者は、社会、個人、環境との間の協調を

考察することで、歴史的な出来事またはプロセスを定義したり引

き起こしたりするポジティブ、ネガティブ、短期的、長期的な要因

を見極めようとします。協調は、変化や継続の媒介になることが

あります。行動者の間の協調は、一定レベルの責任を示唆します。

文化 「文化」とは、歴史を通じて人間のコミュニティーに存在してきた

さまざまな固有の体験、行動、慣習、および「知るための方法」を

意味します。文化は通常、世代を超えて伝えられ、その世界の人々

のものの見方や行動に影響します。文化は、動的なこともあれば静

的なこともあります。歴史学者はしばしば、歴史上の出来事やプロ

セス、および発展の時間、場所、空間の関係性から、文化を考察し

ます。歴史学者はしばしば、文化の変化を考察することによって、

過去と現在を比較しようとします。文化はシステムです。
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「歴史」

関連概念 定義

統治 「統治」とは、所与の組織内の権限を規制するメカニズムとプロセ

スを指します。これは国家組織と非国家組織の両方に適用できま

す。これまでの歴史を通じて、人類は、コミュニティーや個人の

ニーズを満たすために政府を組織化してきました。集団が、多数

の形式や機能を有する組織とプロセスをつくってきました。君主、

共和国、部族、議会、大統領、独裁者、その他の統制のパターン

は、さまざまな人間の価値観を表現し、また歴史と文化の多岐にわ

たる理解を反映しています。統治の中核を成しているのは、資源の

分配、法律の制定、個人とコミュニティーとの間における、それら

が存在する社会での力や権力のバランスについての問いかけです。

民主的な政府は、政府を選んだ人々に対して説明責任を負います。

アイデンティティー 「アイデンティティー」とは、私たちが誰であるか、私たちがどのよ

うなものの見方を有しているか、また個人として、コミュニティー

として、社会として、文化として私たちがどのように行動するかを

定義し、形づくり、その基本となる情報を提供する価値観と信念と

経験の組み合わせです。アイデンティティーは、歴史的なプロセ

スと解釈を形づくります。アイデンティティーは、外的な影響と

内的な影響によって形成され、相関性を有するものです（「彼ら」

に対する「私たち」の観念）。この概念は、個人と集団の両方が自

己に対する見方をどのように形成し、進化させ、表現するかを意味

します。歴史的な観点において、アイデンティティーは、出来事

や考えやプロセスの原因または結果として考察することができま

す。さらに、市民権という観念は、政治的・歴史的に関連性の高

いアイデンティティーの形式として人々の間に生じます。

イデオロギー 「イデオロギー」は、考えや理想をまとめた体系です。政治理論や

経済理論、政策や行動の基礎を形づくることがあります。イデオロ

ギーには通常、世界を解釈する際に、または世界をどのように構成

すべきかについての規範的な主張を形成する際に使われる前提と

主張を体系的に整理したものを含みます。イデオロギーは、人々

の集団や社会のニーズを満たすため、時間をかけて進化・変化し

ていくことがあります。また、人々の集団や社会が所在する場所

と空間に由来することもあります。イデオロギーは政治的、経済

的、社会的なシステムに発展し、これらのシステムがさまざまな方

法で人間に影響を及ぼす可能性があります。例えば、一定の権利

や責任の定義を通して、これが起きることがあります。
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「歴史」

関連概念 定義

革新と革命 「革新」とは、変化と発明を導くプロセスの理解を統合したもの

です。

歴史学においては、既存の考え、出来事、動き、製品、または解決

法を、改変、変容、再整理、再構成、組み替え、および刷新するな

どして、新しい考え、出来事、動き、製品、または解決法を生み出

すプロセスを、この概念を通して考察します。革新には、個人と社

会の関与が必要です。なぜなら、個人や社会は、そのもてる能力を

活用して、結果を導く可能性のある能力を開発、工夫、伝授するか

らです。そしてその結果は、短期的・長期的にみて、ポジティブ

な場合とネガティブな場合があり得ます。

相互依存 「相互依存」とは、複数の個人、集団、社会がお互いに依存し合っ

ている状態です。この相互的な依存関係はしばしば、個人、集団、

社会の成長や発展、変化や進歩のニーズによって生じます。相互依

存は、ポジティブとネガティブの両方を含むさまざまな結果を導

く可能性があります。その結果は、相互依存関係にあるすべての者

にとって同じこともあれば、異なることもあります。また、その結

果は、個人、集団、社会が存在する時代や場所によって変わること

もあります。相互依存の関係は、必ずしも対等の立場の者同士で築

かれるわけではありません。史料編修においては、人々と国家との

間の依存、支配、力や権力のプロセスを考察することもできます。

ものの見方 「ものの見方」は、やや異なる性質の概念です。学習分野の技術的

な部分に、より明確に関係しているためです。ものの見方とは、誰

かが何かを見る方法です。その対象物に関して過去に起こったす

べてのことと、その対象物と観察者との間の過去の関係をすべて

考慮したうえで、その見方が形成されます。歴史学者にとって、も

のの見方は、出来事のさまざまな側面を理解する必要性を示唆す

るものです。

重要性 「重要性」は、やや異なる性質の概念です。学習分野の技術的な部

分に、より明確に関係しているためです。歴史的な文脈を考慮し

たうえで大きな価値がある性質を意味します。歴史的な文脈とは、

特定の考えや出来事を取り巻く政治的、社会的、文化的、経済的な

状況を指します。歴史学の観点から何かをよく理解するには、そ

の文脈を考察しなければなりません。つまり、その時間と空間に

おいて、それを取り巻いていたもの、それに対して意味や価値を

もたらすものを考察するのです。こうすることにより、私たちはと

りわけ、ある出来事や考えを他の出来事や考えと比較したうえで、

それがどれだけユニークか、またはどれだけ平凡かといった感性

を養うことができます。
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用語 定義

行動計画 生徒が調査を完了するために定めるステップと情報。この計画には、サ

ブクエスチョンの特定、調査で使用する方法の明確化、情報源の明確化、

それらの情報を要約するための調査の主な段階の計画など、複数の段階

が含まれる可能性があります。このプロセスには柔軟性があります。生

徒は、調査中に発見があればその発見により計画を変更することができ

ます。

参考文献 課題を遂行するために使用した重要な情報源のリスト

例証する 事例を使って表現すること

モジュール 「個人と社会」のコースに含まれている各部。これを組み合わせること

により、１学年のコースが完成します。「個人と社会」のコースは、複

数のモジュールによって構成されます。各モジュールには、１つまたは

複数の単元を含むことができます。

認識する パターンや特徴を通して特定すること

振り返る 深く思考し、考察すること

研究方法 特定のトピックに関する情報を探すために必要となる一連の体系的な

ステップ。情報を収集するための研究方法は、学習する「個人と社会」

の学習分野によって異なります。研究方法には、情報源（タイプと範囲）

の選定、アンケート、調査票、聞き取り調査、観察、実験、測定、定量

的データの収集と分析、サブクエスチョンの設定などが含まれます。

研究課題 調査の方法論的な出発点。研究の範囲と性質を導くガイド役となりま

す。明確かつ的の絞られた研究課題のためには、関連性、妥当性、独創

性、評価への適性、リソースの利用可能性、生徒の興味のレベル、学習

分野や教科とのつながりといった要素を考慮する必要があります。研究

課題は、一般的な文言として、あるいは具体的な探究の道筋として定義

することができます。

付録

「個人と社会」の用語解説
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付録

ＭＹＰの「個人と社会」の指示用語

指示用語 定義

分析しなさい
Analyse

本質的な要素または構造を明らかにするために分解しなさい（部分と

関係性を特定し、情報を解釈して、結論を導きなさい）。

論証しなさい
Demonstrate

推論や証拠によって明確にし、事例や実践的な応用例を示しなさい。

詳しく述べなさい
Describe

ある状況、出来事、パターン、またはプロセスの詳細な説明や描写を

提示しなさい。

論じなさい
Discuss

さまざまな議論、要因、仮説を含めた、熟考したバランスのよい見解

を提示しなさい。意見または結論は、適切な証拠を挙げて、はっきり

と述べなさい。

記録しなさい
Document

広く認知された引用体系に則って引用（または言及）することにより、

使用した情報源を示しなさい。引用は本文に含め、かつ巻末につける

引用文献リストまたは引用文献目録にも含めるべきです。

評価しなさい
Evaluate

長所と短所を比較し、査定しなさい。

説明しなさい
Explain

理由や要因などを詳しく述べなさい（「正当化しなさい（Justify）」を参

照のこと）。

探究しなさい
Explore

何かを発見するための系統立ったプロセスに取り組みなさい。

定式化しなさい
Formulate

関連する概念や議論を正確かつ体系的に表現しなさい。

特定しなさい
Identify

数ある可能性の中から答えを確定しなさい。特色のある事実や特徴を

認識し、簡潔に述べなさい。

解釈しなさい
Interpret

与えられた情報から傾向をつかんで結論を導き出すため、知識および

理解を活用しなさい。

調べなさい
Investigate

事実を確定し新しい結論に到達するために、詳細かつ体系的な実験を

観察し、研究し、実施しなさい。

正当化しなさい
Justify

答えや結論を裏づける有効な理由や証拠を提示しなさい（「説明しな

さい（Explain）」を参照のこと）。
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指示用語 定義

列挙しなさい
List

説明をつけ加えずに、簡潔な答えを並べなさい。

要約しなさい
Summarize

全般的なテーマまたは主要点を抜粋しなさい。

統合しなさい
Synthesize

新しい理解を生むために、さまざまな考え方を組み合わせなさい。

活用しなさい
Use

知識や規則を用いて、理論を実践しなさい。

スクリーン上での「個人と社会」の試験では、ＩＢ資料「ＭＹＰ：原則から実践へ」に

記載されているＭＹＰのすべての指示用語が使用されます。
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付録
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